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「
水
都
大
阪
」盛
り
上
げ
へ

サ
ン
ル
ー
ト
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コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
リ
ョ

ケ
ン
（
本
社
静
岡
県
、
木
村

臣
男
社
長
）
は
１２
月
１５
〜
１６

日
、
群
馬
県
伊
香
保
温
泉
の

ホ
テ
ル
天
坊
で
０８
年
最
後
の

「
旅
館
大
学
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
い
た
。
会
場
と
な
っ
た
ホ

テ
ル
天
坊
の
齋
藤
淑
子
社
長

ら
が
講
演
。
同
館
が
旅
行
業

へ
の
依
存
体
質
か
ら
脱
皮

し
、
自
立
運
営
の
経
営
に
転

換
し
た
成
功
例
を
学
ぼ
う

と
、
全
国
か
ら
２
０
０
人
を

超
え
る
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
経

営
者
が
集
ま
っ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
通
算

１
４
１
回
目
で
、
０８

年
度
３
回
目
。
こ
の

日
の
テ
ー
マ
は
「
時

代
の
ニ
ー
ズ
よ
り
半

歩
先
を
歩
む
た
め
に

〜
常
に
進
化
し
続
け

る
�
ホ
テ
ル
天
坊
�

の
旅
館
経
営
」
。
法

人
需
要
の
減
少
、
宿

泊
単
価
の
下
落
、
団
体
客
か

ら
個
人
客
へ
の
シ
フ
ト
、
宿

泊
客
の
大
幅
な
減
少
が
進
む

厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で
、

大
型
旅
館
の
同
館
が
勝
ち
残

っ
て
き
た
理
由
に
注
目
が
集

ま
っ
た
。

当
日
は
、
家
業
か
ら
企
業

へ
転
換
、
４０
年
に
わ
た
り
継

続
し
て
い
る
同
館
の
企
業
と

し
て
の
取
り
組
み
事
例
や
、

�
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
依
存
体
質

か
ら
脱
皮
し
、
直
接
営
業
の

強
化
と
個
人
客
獲
得
を
徹
底

的
に
推
進
�
利
益
管
理
に
基

づ
く
計
画
的
な
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
の
継
続
的
な
実
施

な

ど
の
事
例
を
紹
介
し
た
。

齋
藤
社
長
は
、
「
昭
和
４３

年
の
創
業
以
来
、
ホ
テ
ル
に

な
っ
て
も
『
シ
テ
ィ
・
ア
ン

ド
・
リ
ゾ
ー
ト
』
の
テ
ー
マ

を
変
え
て
い
な
い
」
と
し
た

ほ
か
、
「
ホ
テ
ル
は
働
く
人

の
た
め
に
あ
る
。
人
材
こ
そ

宝
。
資
質
の
あ
る
人
が
経
営

者
に
な
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し

い
」
と
、
そ
の
た
め
の
人
材

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

「
Ｔ
Ｄ
Ｃ
」
（
Ｔ
ｅ
ｎ
ｂ
ｏ

Ｄ
ｏ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ

Ｃ
ｏ
ｕ

ｒ
ｃ
ｅ
）
を
開
講
し
て
い
る

例
や
、
労
務
と
業
務
の
改
善

な
ど
、
働
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
る
事
例
を

紹
介
し
た
。

ま
た
今
後
の
経
営
方
針
と

し
て
「
お
客
さ
ま
に
満
足
し

て
泊
ま
っ
て
い
た
だ
け
る
か

ど
う
か
は
、
従
業
員
の
背
に

か
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
も
、

長
い
間
の
継
続
に
か
か
っ
て

い
る
。
ロ
ー
マ
は
１
日
に
し

て
成
ら
ず
」
と
力
説
し
た
。

こ
の
ほ
か
リ
ョ
ケ
ン
の
東

眞
相
談
役
が
「
ホ
テ
ル
天
坊

の
成
長
と
発
展
の
軌
跡
」
を

解
説
し
た
。

２
日
目
は
リ
ョ
ケ
ン
の
桑

原
孝
夫
会
長
が
、０９
年
を「
適

者
進
化
の
時
代
」と
す
る「
平

成
２１
年
の
旅
館
の
経
営
指

針
」
を
発
表
し
た
（
詳
細
を

次
号
）
。

２
０
０
人
以
上
が
集
ま
っ
た

セ
ミ
ナ
ー

長
野
県
の
別
所
温
泉
旅
館
組
合

は
、
地
元
で
旗
揚

げ
さ
れ
た
プ
ロ
レ

ス
団
体
「
信
州
プ

ロ
レ
ス
」
の
興
行

を
温
泉
地
に
誘
致
。
多
く
の
観
客
を

動
員
し
た
ほ
か
、
話
題
性
か
ら
メ
デ

ィ
ア
が
大
き
く
取
り
上
げ
る
な
ど
、

地
域
の
盛
り
上
げ
に
一
役
買
っ
た
。

信
州
プ
ロ
レ
ス
は
社
会
人
に
よ
る

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
プ
ロ
レ
ス

集
団
。
信
州
り
ん
ご
を
モ
チ
ー
フ
に

す
る
な
ど
、
地
域
色
の
濃
い
リ
ン
グ

ネ
ー
ム
や
覆
面
を
付
け
た
レ
ス
ラ
ー

達
が
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
バ
ト
ル
を

繰
り
広
げ
て
い
る
。

組
合
で
は
、
地
元
住
民
や
観
光
客

に
笑
い
と
感
動
を
贈
り
た
い
と
、
プ

ロ
レ
ス
興
行
を
招
致
。
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
の
た
め
取
り
壊
さ
れ
る
日
帰
り
温

泉
施
設
を
会
場
に
、
毎
週
日
曜
日
、

７
週
連
続
で
興
業
を
行
っ
た
。

興
業
は
年
配
者
か
ら
子
ど
も
ま
で

幅
広
い
客
層
で
、
ト
ー
タ
ル
９
５
０

人
を
動
員
。
地
元
メ
デ
ィ
ア
ほ
か
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
全
国
放
送
に
も
イ
ベ
ン
ト

の
模
様
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
別
所
温

泉
の
全
国
的
な
Ｐ
Ｒ
で
も
成
果
が
上

が
っ
た
。

旅
館
組
合
長
自
ら
も
レ
ス
ラ
ー
と

し
て
リ
ン
グ
に
登
場
。
覆
面
姿
で
登

場
す
る
演
出
で
観

客
も
盛
り
上
が
っ

た
。

鹿児島県の
旅館３団体

「
自
立
運
営
」を
学
ぶ

⑲
リ
ョ
ケ
ン

伊
香
保
天
坊
で
セ
ミ
ナ
ー

全
国
初

事
故
防
止
策
の
一
環
で

安
全
第
一
�
台
本
重
視
�

温
泉
プ
ロ
レ
ス
人
気
の
謎

こ
の
欄
は
全
国
旅
館
生
活
衛
生
同

業
組
合
連
合
会
主
催
の
第
１１
回
「
人

に
優
し
い
地
域
の
宿
づ
く
り
賞
」（
厚

生
労
働
省
後
援
）に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、

各
賞
を
受
賞
し
た
、
す
べ
て
の
人
に

優
し
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
旅
館

・
地
域
の
先
進
例
を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
で
す
。

別
所
温
泉
旅
館
組
合

左
か
ら
中
原
、
上
村
、
有
村
、

竹
之
下
忍
（
鹿
児
島
県
警
察

本
部
交
通
部
長
）
の
各
氏

国
際
観
光
旅
館
連
盟
九
州

支
部（
中
原
国
男
支
部
長
）、

鹿
児
島
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活

衛
生
同
業
組
合
（
有
村
純
弘

支
部
長
）
、
日
本
観
光
旅
館

連
盟
九
州
支
部
（
上
村
美
智

雄
理
事
長
）
は
１２
月
１６
日
か

ら
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返

納
し
た
６５
歳
以
上
の
高
齢
者

が
鹿
児
島
県
内
の
３
団
体
加

盟
旅
館
・
ホ
テ
ル
で
宿
泊
料

金
の
割
引
を
受
け
ら
れ
る
メ

リ
ッ
ト
制
度
を
導
入
し
た
。

多
発
す
る
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー

事
故
の
防
止
対
策
の
一
環
と

し
て
、
鹿
児
島
県
警
の
呼
び

か
け
を
受
け
て
実
現
し
た
。

同
様
の
制
度
は
全
国
初
。

対
象
と
な
る
施
設
は
、
県

外
資
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

な
ど
を
除
い
た
約
３
７
０
施

設
。
免
許
証
返
納
後
に
交
付

さ
れ
る
運
転
経
歴
証
明
書
や

返
納
カ
ー
ド
な
ど
を
提
示
す

る
と
通
常
料
金
の
１
割
が
割

引
と
な
る
。
同
伴
者
に
も
適

用
さ
れ
る
ほ
か
、
利
用
回
数

の
制
限
も
な
い
。

同
日
に
は
、
鹿
児
島
県
警

察
本
部
で
調
印
式
が
行
わ
れ

た
。
上
村
理
事
長
は
「
鹿
児

島
県
人
と
し
て
、
交
通
事
故

防
止
は
長
年
の
悲
願
。
県
警

本
部
の
呼
び
か
け
に
旅
館
３

団
体
は
喜
ん
で
協
賛
す
る
。

こ
の
制
度
が
鹿
児
島
県
内
の

み
な
ら
ず
全
国
に
波
及
す
る

こ
と
念
じ
る
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
行
ス
タ
ン
プ
加

盟
店
連
盟
の
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

は
、
若
手
経
営
者
１２
人
に
よ

る
調
査
研
究
組
織
「
み
や
げ

み
ら
い
九
州
委
員
会
」
（
藤

英
明
委
員
長
�
福
岡
県
・
福

岡
観
光
会
館
は
か
た
）
を
立

ち
上
げ
、
そ
の
第
１
回
会
議

を
１２
月
１０
日
、
福
岡
市
の
福

岡
タ
ワ
ー
で
行
っ
た
。
会
議

で
は
、
個
人
客
に
対
応
し
た

経
営
戦
略
や
、
電
子
マ
ネ
ー

へ
の
対
応
を
議
論
し
た
。

当
日
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
九
州
国
内

商
品
事
業
部
の
後
藤
佳
彦
・

地
域
統
括
部
長
が
九
州
各
県

の
観
光
客
の
動
向
を
報
告
。

団
体
旅
行
が
減
り
、
個
人
旅

行
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
現
状

を
示
し
た
。

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら

は
、
個
人
客
対
応
を
す
で
に

行
っ
て
い
る
高
級
商
品
取
扱

店
が
あ
る
半
面
、
全
く
行
っ

て
い
な
い
店
も
あ
る
な
ど
の

現
状
を
指
摘
。
「
経
営
を
維

持
す
る
た
め
、
団
体
客
中
心

で
営
業
し
て
い
た
店
も
早
急

に
方
向
転
換
す
る
べ
き
」
と

の
声
が
聞
か
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
電
子
マ
ネ
ー

に
つ
い
て
、
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本

が
展
開
し
て
い
る『
ス
イ
カ
』

を
各
施
設
で
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
取
り
組
む
べ
き
」
と

の
意
見
が
挙
が
っ
た
。

同
連
盟
は
、
若
手
経
営
者

に
よ
る
調
査
研
究
組
織
「
み

や
げ
み
ら
い
委
員
会
」
を
本

部
に
立
ち
上
げ
て
い
る
が
、

地
域
に
お
け
る
同
様
の
組
織

の
設
立
は
九
州
が
初
め
て
。

Ｊ Ｔ Ｂ
旅行スタンプ（

努
力
賞
）

にぎわった正月料理の試食コーナー

個
人
客
対
応
を
議
論

九
州
で
若
手
委
員
会
設
立

全
国
旅
館
生
活
衛
生
同
業

組
合
連
合
会
（
全
旅
連
）
は

１２
月
１１
日
、
東
京
の
全
国
旅

館
会
館
で
第
４３
回
シ
ル
バ
ー

ス
タ
ー
登
録
審
査
委
員
会
を

開
き
、
申
請
が
あ
っ
た
６
軒

の
う
ち
、
５
軒
を
登
録
、
１

軒
を
仮
登
録
と
し
た
。
こ
れ

で
登
録
施
設
９
６
０
軒
、
仮

登
録
施
設
１
軒
と
な
っ
た
。

シ
ル
バ
ー
ス
タ
ー
登
録
制

度
は
、
高
齢
者
や
身
障
者
な

ど
、
誰
も
が
快
適
に
利
用
で

き
る
た
め
の
、
施
設
、
サ
ー

ビ
ス
面
で
の
一
定
の
基
準
を

満
た
し
た
宿
の
登
録
制
度
。

５
軒
を
新
規
登
録

全

旅

連

シ
ル
バ
ー
ス
タ
ー

仮
登
録
に
１
軒

新
潟
県
旅
館
組
合
、
新
潟

県
観
光
協
会
は
１２
月
２０
日
か

ら
２４
日
ま
で
の
５
日
間
、
東

京
の
表
参
道
新
潟
館
ネ
ス
パ

ス
で
食
の
イ
ベ
ン
ト
「
あ
っ

た
か
Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ｗ

王
国
・
う
ま
さ

ぎ
っ
し
り
」
を

開
い
た
。
０９
年

の
新
潟
県
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ

Ｃ
）
開
催
を
控
え
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
テ
ー
マ
で
も
あ
る

「
食
の
魅
力
」
を
首
都
圏
の

消
費
者
に
Ｐ
Ｒ
し
た
。

場
内
に
は
、
の
っ
ぺ
、
餅
、

漬
物
な
ど
、
新
潟
県
の
正
月

料
理
を
一
堂
に
並
べ
、
来
場

者
に
試
食
を
楽
し
ま
せ
た
。

ま
た
、
越
後
湯
沢
、
湯
田
上
、

五
頭
、
岩
室
、
妙
高
、
松
之

山
、
鵜
の
浜
、
瀬
波
、
咲
花
、

大
湯
、
関
川
の
各
温
泉
地
か

ら
旅
館
女
将
ら
が
日
替
わ
り

で
そ
れ
ぞ
れ
の
味
覚
や
冬
の

観
光
魅
力
を
紹
介
し
た
。

場
内
で
は
、
新
潟
県
な
ど

が
舞
台
に
な
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ「
天
地
人
」も
紹
介
。

湯
田
上
温
泉
・
ホ
テ
ル
小
柳

の
野
澤
邦
子
さ
ん
は「
新
米
、

酒
、
脂
の
乗
っ

た
魚
と
、
こ
れ

か
ら
の
寒
い
季

節
は
三
拍
子
そ

ろ
っ
た
冬
の
味
覚
が
楽
し
め

ま
す
。
１
月
４
日
か
ら
は
、

『
天
地
人
』
が
い
よ
い
よ
放

映
に
な
り
ま
す
。
ド
ラ
マ
の

舞
台
の
新
潟
県
へ
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
」
と
話
し
た
。

全
国
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
が

毎
年
頭
を
悩
ま
せ
る
年
賀
状

の
デ
ザ
イ
ン
。
水
明
館
（
岐

阜
県
下
呂
温
泉
）
は
昭
和
３０

年
か
ら
同
館
と
ゆ
か
り
の
深

い
日
本
画
家
に
年
賀
状
の
原

画
制
作
を
依
頼
し
て
い
る
。

同
館
で
は
客
室
「
臨
川
閣
」

の
２０
周
年
を
記
念
し
、
こ
れ

ま
で
の
年
賀
状
を
公
開
。
臨

川
閣
・
石
橋
の
間
で
は
、
１

月
３１
日
ま
で
年
賀
状
の
小
野

竹
喬
や
岩
橋
英
遠
な
ど
日
本

画
壇
で
活
躍
す
る
作
家
の
原

画
５３
点
を
見
ら
れ
る
。

日
本
画
家
の
手
に
よ
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
年
賀
状
は
初
代
女

将
・
滝
豊
子
さ
ん
が
始
め
た

「
水
明
館
の
伝
統
」（
滝
晴
子

・
３
代
目
女
将
）。晴
子
さ
ん

は
「
祖
母
は
若
い
画
家
を
大

切
に
し
て
い
ま
し
た
。
日
本

を
代
表
す
る
先
生
方
と
ご
縁

を
頂
い
た
こ
と
を
嬉
し
く
思

い
、
継
続
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま

す
。
今
後
も
新
年
に
ふ
さ
わ

し
い
年
賀
状
を
皆
さ
ま
に
届

け
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

作
家
の
原
画
５３
点
水
明
館
で

年
賀
状
展

「
新
潟
の�
食
�楽
し
ん
で
」

県
旅
館

組

合

Ｄ
Ｃ
控
え
東
京
で
Ｐ
Ｒ

大
阪
３
ホ
テ
ル
共
同

で
味
め
ぐ
り
ラ
リ
ー

０９
年
夏
に
開
催
さ
れ
る
水

の
都
大
阪
の
魅
力
を
発
信
す

る
イ
ベ
ン
ト
「
水
都
大
阪
２

０
０
９
」
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
、
帝
国
ホ
テ
ル
大
阪
、
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大

阪
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
は
１
月
５
日
か
ら
３
月
１５

日
ま
で
、
３
ホ
テ
ル
共
同
で

「
伝
統
の
味
め
ぐ
り
〜
春
」

グ
ル
メ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

実
施
す
る
。
３
ホ
テ
ル
共
同

企
画
は
今
回
が
初
め
て
。

ラ
リ
ー
に
参
加
す
る
の
は

３
ホ
テ
ル
の
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ

ス
ま
た
は
カ
フ
ェ
と
、
中
国

料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
の
６
店
。

コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
や
カ
フ
ェ

で
は
、
特
製
デ
ミ
グ
ラ
ス
ソ

ー
ス
で
仕
上
げ
た
オ
ム
ラ
イ

ス
（
帝
国
ホ
テ
ル
大
阪
）
、

野
菜
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
海

老
ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ス
ス
パ
ゲ

テ
ィ
（
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
大
阪
）
、
ホ
ワ
イ
ト
ソ

ー
ス
と
チ
ー
ズ
の
相
性
が
抜

群
の
海
の
幸
ド
リ
ア
（
リ
ー

ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
）
な
ど

各
ホ
テ
ル
で
長
年
愛
さ
れ
続

け
て
い
る
洋
食
を
２
千
円
で

販
売
す
る
。

中
国
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
で

は
、
共
通
で
「
味
め
ぐ
り
ラ

ン
チ
」
を
３
千
円
で
販
売
。

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で

は
、
広
東
料
理
を
ベ
ー
ス
と

し
た
料
理
を
提
供
す
る
な
ど

内
容
は
ホ
テ
ル
に
よ
っ
て
異

な
る
。

３
ホ
テ
ル
６
レ
ス
ト
ラ
ン

で
ス
タ
ン
プ
６
個
を
集
め
る

と
「
３
ホ
テ
ル
共
通
ラ
ン
チ

券
」、３
〜
５
個
で
は
「
３
ホ

テ
ル
共
通
喫
茶
券
」
が
も
ら

え
る
。
そ
の
ほ
か
、
ス
タ
ン

プ
３
個
以
上
で
ホ
テ
ル
宿
泊

券
な
ど
が
当
た
る
抽
選
に
参

加
で
き
る
。
ラ
リ
ー
カ
ー
ド

は
各
レ
ス
ト
ラ
ン
で
配
布
。

新
潟
県
鵜
の
浜
温
泉
の

「
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
み
か

く
」
は
１２
月
５
日
、
「
汐
彩

の
湯
み
か
く
」
に
名
称
を
変

更
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
た
。
高
齢
者
や
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
つ
人
に

も
快
適
な
よ
う
バ
リ
ア
フ
リ

ー
対
応
の
風
呂
付
き
客
室
を

備
え
た
ほ
か
、
露
天
風
呂
や

ダ
イ
ニ
ン
グ
和
風
レ
ス
ト
ラ

ン
を
新
設
。
「
今
年
で
開
湯

５０
周
年
を
迎
え
た
鵜
の
浜
温

泉
で
地
元
の
海
の
幸
を
味
わ

い
、
心
と
体
を
癒
し
て
も
ら

え
る
宿
を
目
指
す
」（
同
館
）。

客
室
１４
室
、
収
容
７５
人
の

規
模
で
、
今
回
、
最
上
階
の

３
室
と
２
階
の
１
室
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
た
。
特
に
２
階

客
室
部
分
は
段
差
の
な
い
バ

リ
ア
フ
リ
ー
設
計
で
高
齢
者

ら
の
利
用
に
対
応
し
た
。

浴
場
施
設
で
は
、
露
天
風

呂
を
新
設
。
大
浴
場
も
こ
れ

ま
で
よ
り
広
く
し
て
、
ゆ
っ

く
り
と
寛
げ
る
よ
う
に
し

た
。
泉
質
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩

化
物
泉
で
、
黄
褐
色
の
湯
。

ア
ト
ピ
ー
体
質
や
神
経
痛
、

腰
痛
、
肩
こ
り
な
ど
に
効
果

が
あ
る
と
い
う
。

料
理
は
温
か

い
も
の
を
温
か

い
う
ち
に
食
べ

て
も
ら
お
う

と
、
宴
会
場
を

改
装
し
て
、
か

ま
ど
を
備
え
た

レ
ス
ト
ラ
ン

「
海
鮮
工
房
海

美
風
」を
設
置
。

「
海
を
食
ら

う
」
を
テ
ー
マ
に
、
海
鮮
石

焼
わ
っ
ぱ
汁
や
生
蟹
の
温
泉

蒸
し
な
ど
地
元
食
材
を
提
供

す
る
。
不
定
期
で
魚
を
さ
ば

く
「
解
体
シ
ョ
ー
」
も
行
っ

て
い
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
も

鵜
の
浜
温
泉

汐
彩
の
湯
み
か
く

施
設
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

�
昭
和
４５
年
「
朝
暉
」
（
小

野
竹
喬
）
�
昭
和
４９
年
「
双

鶴
」
（
岩
橋
英
遠
）

【
新
規
登
録
施
設
】

登
録
番
号
１
２
１
１
�
ホ

テ
ル
双
葉
（
新
潟
県
南
魚
沼

郡
湯
沢
町
大
字
湯
沢
４
１

９
）
▽
１
２
１
２
�
大
成
館

（
静
岡
県
熱
海
市
下
多
賀
１

４
１
番
地
）
▽
１
２
１
３
�

熱
川
温
泉

粋
光
（
静
岡
県

賀
茂
郡
東
伊
豆
町
奈
良
本
１

２
７
１
�
２
）
▽
１
２
１
４

�
海
づ
く
し
の
湯

は
ぎ
屋

旅
館
（
茨
城
県
日
立
市
水
木

町
１
�
１
�
１５
）
▽
１
２
１

５
�
長
浜
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

（
滋
賀
県
長
浜
市
大
島
町

３８
）【

新
規
仮
登
録
施
設
】

仮
登
録
番
号
２
７
２
�
皆

生

菊
乃
家
（
鳥
取
県
米
子

市
皆
生
温
泉
４
�
２９
�
１０
）

ど
う
い
っ
た
特
徴

の
旅
館
で
す
か
。

「
全
室
ト
イ
レ
、
バ
ス

付
き
。
１５
室
と
小
規
模
で

す
が
、
大
宴
会
場
な
ど
な

く
、
静
か
な
宿
を
探
し
て

い
る
お
客
さ
ま
に
は
ぴ
っ

た
り
。
ど
ち
ら
か
と
言
え

ば
家
族
連
れ
の
お
客
さ
ま

が
多
い
で
す
」

風
呂
が
売
り
物
の

よ
う
で
す
ね
。

「
５
階
に
あ
る
展
望
風

呂
は
総
ガ
ラ
ス
張
り
。
露

天
で
は
な
い
で
す
が
、
と

て
も
眺
め
が
良
い
の
で
、

紅
葉
や
こ
れ
か
ら
で
す
と

雪
景
色
な
ど
が
楽
し
め
ま

す
」

温
泉
は
。

「
ボ
ー
リ
ン
グ
で
は
な

く
自
然
湧
出
。
に
ご
り
湯

で
琥
珀
色
を
し
て
い
ま

す
。
神
経
痛
、
リ
ウ
マ
チ
、

婦
人
病
、
胃
腸
病
な
ど
の

効
能
が
あ
り
、
『
持
病
が

治
っ
た
』
『
た

い
へ
ん
温
ま

る
』
と
言
う
お

客
さ
ま
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。

パ
ー
ル
ホ
テ
ル

に
な
っ
て
約
２５

年
で
す
が
、
そ

れ
以
前
の
３０
年

間
は
自
炊
宿
で

し
て
、
湯
治
客

が
数
多
く
来
て

い
ま
し
た
」

料
理
は

ど
う
い
っ
た
も

の
を
。

「
腕
の
い
い
料
理
長
が

お
り
、出
来
合
い
で
な
く
、

す
べ
て
手
作
り
の
料
理
を

お
出
し
し
て
い
ま
す
。
内

容
は
、
刺
身
や
焼
き
魚
、

天
ぷ
ら
、
鍋
な
ど
一
般
的

な
も
の
で
す
。
お
客
さ
ま

は
１
泊
が
大
半
で
す
が
、

滞
在
の
人
に
は
し
っ
か
り

と
料
理
内
容
を
変
え
て
い

ま
す
」

サ
ー
ビ
ス
で
何
か

工
夫
し
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

「
滞
在
客
や
ほ
ど
ほ
ど

の
料
金
の
方
に
は
、
多
少

の
お
土
産
を
お
渡
し
し
て

い
ま
す
。
お
い
し
い
宮
城

県
産
の
米
で
作
っ
た
お
に

ぎ
り
や
、
伊
達
政
宗
公
の

か
ぶ
と
の
印
が
付
い
た
タ

オ
ル
、
ハ
ン
カ
チ
な
ど
さ

ま
ざ
ま
で
す
」

旅
行
会
社
と
の
つ

き
あ
い
は
。

「
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
か
と
い
っ
て
特
別
に

お
金
を
か
け
て
宣
伝
し
て

い
る
わ
け
で
も
な
く
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
見
た
お

客
さ
ま
が
時
々
に
来
ら
れ

る
程
度
で
す
」

【
１
泊
２
食
付
き
８
千

円
か
ら
、
１５
室
】

湯
快
リ
ゾ
ー
ト
は
１
月
７

日
か
ら
２
月
２７
日
ま
で
、
宿

泊
料
金
を
引
き
下
げ
る
「
開

業
５
周
年
謝
恩
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
す
る
（
土
曜
、

休
前
日
は
除
く
）
。
対
象
施

設
は
石
川
、
福
井
、
和
歌
山
、

岐
阜
各
県
で
経
営
す
る
全
１７

施
設
の
温
泉
旅
館
の
う
ち
、

恵
那
峡
国
際
ホ
テ
ル
を
除
く

１６
施
設
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
「
７

８
０
０
円
タ
イ
プ
」
の
施
設

に
つ
い
て
千
円
引
き
の
１
泊

２
食
付
き
大
人
１
人
６
８
０

０
円
で
提
供
。
ま
た
「
癒
し

の
宿
シ
リ
ー
ズ
」２
館
と「
白

浜
御
苑
」
（
和
の
創
作
料
理

プ
ラ
ン
の
み
）
で
は
、
１
泊

食
付
き
大
人
１
人
８
８
０
０

円
で
提
供
す
る
。

グ
ル
ー
プ
入
り
し
た
３
館

（
三
朝
温
泉
・
斉
木
別
館
、

片
山
津
温
泉
・
矢
田
屋
松
濤

園
、
湯
原
温
泉
・
輝
乃
湯
）

で
は
期
間
中
、
「
開
業
５
周

年
謝
恩
プ
ラ
ン
」
を
特
別
販

売
す
る
。

同
グ
ル
ー
プ
は
「
日
本
の

温
泉
を
身
近
に
す
る
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
温
泉
旅
館
を
運

営
。
０４
年
８
月
１３
日
か
ら
０８

年
１０
月
末
ま
で
の
約
５
年
間

に
延
べ
２
５
０
万
人
以
上
が

利
用
し
た
と
い
う
。

湯快リゾート

宿
泊
料
を
引
き
下
げ

開
業
５
周
年
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

鳴
子
パ
ー
ル
ホ
テ
ル（
宮
城
県
・

鳴
子
温
泉

）

Ｑ
＆
Ａ 佐

藤

良

市
さ
ん

リニューアルした露天
風呂付き大浴場 滞在客には違う料理を

５１９
「
会
議
・
研
修
」
の

専
用
サ
イ
ト
を
開
設

サ
ン
ル
ー
ト
ホ
テ
ル
チ
ェ

ー
ン
は
１２
月
１６
日
、
会
議
、

研
修
専
用
サ
イ
ト
「
サ
ン
ル

ー
ト
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
（http

:
//w
w
w
.su
n
ro
u
te-m
ice.

jp/

）
を
開
設
し
た
。

同
チ
ェ
ー
ン
ホ
テ
ル
全
国

４８
軒
の
会
議
室
の
広
さ
、
収

容
人
数
、
設
備
、
レ
イ
ア
ウ

ト
な
ど
の
情
報
を
提
供
。
会

議
・
研
修
プ
ラ
ン
、
懇
親
会

・
研
修
プ
ラ
ン
の
各
種
料
金

を
掲
載
し
て
い
る
。

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
は
、
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
、イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、
エ
キ
シ

ビ
シ
ョ
ン
の
こ
と
。

http://www.kappabashi.or.jp
http://www.ikenotaira-hotel.co.jp

